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報告日までの取り組み
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設定目標 (P) まずは,ウェアラブル装置の小型化を完成させプログラムでエラーが出たところを修正するところ
まで目標を立てた.

取組内容 (D) 今回は,装置の小型化をある程度終わらせてストレス検知のアプリケーション化という大まかな研
究内容を決定した.

課題整理 (C) 課題は,それぞれのセンサが何のために使用されているのかを確認すること,ストレス検知をするに
あたっての理論を考える.

改善方策 (A) センサの用途については,江崎さんの卒業研究からそのように使われているのかを確認する. また,

理論については自分と似たような論文を探してみてどのような理論を使っているか確認してみる.
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